
日
投
開
票
で
行
わ
れ

14
た
衆
院
選
で
、
日
本
共
産

党
は
公
示
前
の
８
議
席
か

ら

議
席
へ
倍
以
上
に
大

21

躍
進
、
昨
年
の
参
院
選
に

続
い
て
衆
院
で
も
議
案
提

案
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

比
例
代
表
で
は
全
国
で

６
０
６
万
票
を
獲
得
。
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
前
回
か

ら

万
２
９
７
３
票
、
得

12
票
率
を
３
・

ポ
イ
ン
ト

97

伸
ば
し
、「
東
北
の
命
綱
」

高
橋
ち
づ
子
さ
ん
が
５
選

を
果
た
し
、
２
議
席
目
に

挑
ん
だ
い
わ
ぶ
ち
友
さ
ん

も
当
選
に
あ
と
一
歩
ま
で

迫
り
ま
し
た
。

山
形
３
区
で
は
長
谷
川

つ
よ
し
候
補
が
１
万
７
９

４
票
を
獲
得
、
得
票
率
を

１
・

ポ
イ
ン
ト
伸
ば
し

19

健
闘
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
日
本
共

産
党
は
、
日
本
の
政
治
の

「
五
つ
の
転
換
」
を
訴
え
、

安
倍
自
公
政
権
の
暴
走
ス

ト
ッ
プ
へ
の
期
待
を
集
め

ま
し
た
。

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

来
春
に
は
県
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
鶴

岡
市
選
挙
区
で
の
議
席
回

復
に
向
け
て
、
引
き
続
き

日
本
共
産
党
へ
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

市町名
日本共産党 長谷川つよし

今回 得票率 前回 得票率 '13参院 得票率 今回 得票率 前回 得票率増減 増減 増減

鶴岡市 7,733 11.82 4,990 7.17 6,152 9.66 5,750 8.61 5,011 7.08 2,743 1,581 739

三川町 378 9.91 236 5.55 315 8.63 262 6.71 226 5.44 142 63 36

庄内町 992 8.83 495 3.89 697 6.16 542 4.67 318 2.44 497 295 224

合計 9,103 11.31 5,721 6.62 7,164 9.11 6,554 7.96 5,555 6.32 3,382 1,939 999

３区計 17,083 9.48 10,247 5.26 - - 10,794 5.79 9,170 4.60 6,836 - 1,624

県総計 44,833 8.36 28,219 4.73 33,887 6.06 38,457 7.03 33,426 5.5016,614 10,946 5,031

衆 院 選

比
例

万
票

議
案
提
案
権
獲
得

606

「
東
北
の

命
綱
」

高
橋
ち
づ
子

５
選
果
た
す

さ
ん

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
昼
夜
を
わ
か
た
ず
奮
闘
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
選
挙
区
で
は
、
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
、
選
挙
中
訴
え
た
公
約
実
現
に
頑
張
り
ま
す
。

比
例
代
表
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
１
議
席
。
全
国
で
は
、

議
席
と
改
選
前
８
議
席
か

21

ら
躍
進
し
、
参
議
院
に
続
き
議
案
提
案
権
を
獲
得
、
党
首
討
論
へ
参
加
で
き
ま
す
。
私

が
、
党
職
員
と
し
て
選
挙
に
携
わ
って
か
ら
初
の
躍
進
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

真
面
目
に
ブ
レ
ず
に
活
動
し
、
訴
え
て
き
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

投
票
日
の
翌
朝
８
時
か
ら
鶴
岡
市
役
所
前
で
鶴
岡
市
議
団
の
皆
さ
ん
と
選
挙
の
お
礼

と
決
意
を
訴
え
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
く
ら
し
と
平
和
を
守
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
谷
川
つ
よ
し

支持者らと万歳をする高橋ちづ子さん（１４日、仙台市）

選挙のお礼と決意を訴える長谷川

つよしさん（左）と関とおる県議予

定候補（１５日、鶴岡市役所前）



問

月
議
会
に
下
水
道

12

事
業
の
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
＝
企
業
会
計

方
式
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
コ
ス
ト
主
義
が
強
化

さ
れ
、
使
用
料
が
引
き
上

げ
さ
れ
な
い
か
。

下
水
道
使
用
料
の
算
定

で
、
こ
れ
ま
で
資
本
費
に

お
い
て
は
国
等
の
補
助
金

分
や
公
費
で
負
担
す
べ
き

費
用
を
除
い
て
対
象
費
用

と
し
て
き
た
。

今
後
は
国
等
の
補
助
金

を
含
め
て
固
定
資
産
は
フ

ル
償
却
さ
れ
、
使
用
料
の

増
額
要
因
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。

国
等
の
補
助
金
を
料
金

で
回
収
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

上
下
水
道
部
長

資
本
費

に
つ
い
て
は
、
官
庁
会
計

方
式
で
は
支
払
い
元
金
及

び
利
子
の
合
計
か
ら
公
費

で
負
担
す
べ
き
経
費
を
控

除
し
た
費
用
を
使
用
料
対

象
経
費
と
し
て
き
た
。

企
業
会
計
方
式
に
移
行

す
る
と
、
支
払
い
元
金
に

変
わ
っ
て
減
価
償
却
費
を

計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、

資
本
費
は
減
価
償
却
費
と

支
払
利
息
の
合
計
額
と
し

て
扱
わ
れ
る
。

平
成

年
度
か
ら
「
み

26

な
し
償
却
制
度
」
が
廃
止

さ
れ
、
国
庫
補
助
事
業
等

で
取
得
し
た
資
産
に
つ
い

て
も
す
べ
て
減
価
償
却
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。

問

企
業
会
計
方
式
に
よ

り
、
職
員
の
退
職
給
付
引

当
金
も
経
費
算
入
さ
れ
、

さ
ら
に
将
来
に
向
け
た
施

設
の
維
持
、
更
新
へ
の
対

応
の
た
め
の
「
健
全
な
運

営
確
保
費
用
（
＝
内
部
留

保
）
」
も
料
金
算
入
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
部
長

各
種
引

当
金
、
健
全
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
の
経
費
に
つ

い
て
も
収
支
計
画
に
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
企
業
に
お
け
る
利

潤
と
は
性
格
が
異
な
り
、

将
来
に
向
け
た
施
設
の
維

持
、
老
朽
化
へ
の
対
応
に

備
え
、
一
定
水
準
の
資
金

を
確
保
す
る
こ
と
が
適
当

と
さ
れ
て
い
る
。

企
業
会
計
の
導
入
に
よ

っ
て
経
営
状
況
の
透
明
化

を
進
め
、
効
率
的
な
維
持

管
理
計
画
、
投
資
計
画
を

策
定
し
、
操
出
基
準
以
外

の
繰
り
入
れ
の
縮
減
を
図

り
な
が
ら
、
適
切
な
使
用

料
の
設
定
と
内
部
留
保
資

金
の
確
保
に
努
め
る
。

問

下
水
道
使
用
料
は
負

担
能
力
に
関
係
な
く
家
族

が
多
い
と
負
担
が
重
い
。

使
用
料
中
心
の
企
業
経

営
で
良
い
の
か
。

下
水
道
は
環
境
政
策
と

公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
的

に
、
特
別
会
計
の
方
式
で

資
本
費
は
負
担
能
力
に
応

じ
た
税
金
で
見
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

上
下
水
道
部
長

下
水
道

は
地
方
公
営
企
業
で
あ

り
、
国
で
は
企
業
会
計
方

式
を
進
め
て
い
る
。

基
準
外
繰
り
入
れ
は
削

減
し
て
い
き
た
い
し
、
多

額
の
税
金
を
投
入
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問

櫛
引
地
域
の
方
か
ら

「
９
月
２
日
に
妻
の
要
介

護
認
定
を
市
役
所
で
申
請

し
た
際
、
調
査
員
が
訪
問

す
る
の
は
１
～
２
週
間
後

と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、

調
査
員
が
来
た
の
は

月
10

日
。

日
以
上
も
か
か

15

40

り
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ

る
」
と
訴
え
が
あ
っ
た
。

申
請
か
ら
結
果
通
知
ま

で
原
則

日
以
内
と
さ
れ

30

て
い
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
25

年
度
か
ら
認
定
調
査
員
を

６
人
か
ら
７
人
に
増
員

し
、
新
規
申
請
と
区
分
変

更
申
請
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

更
新
申
請
は
居
宅
介
護

事
業
所
に
業
務
を
委
託
し

実
施
し
て
い
る
。

調
査
に
お
い
て
は
家
族

の
立
ち
合
い
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、
都
合
が
合
わ

ず
調
査
の
日
程
が
遅
れ
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
対

象
者
の
容
体
が
安
定
し
て

い
な
く
調
査
が
出
来
な
か

っ
た
ケ
ー
ス
、
家
族
と
の

電
話
に
つ
な
が
ら
な
い
な

ど
、
調
査
の
日
程
を
立
て

る
の
に
苦
労
す
る
場
合
が

多
々
あ
る
。

現
状
で
は
平
均
し
て
申

請
か
ら
約
３
週
間
で
調
査

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

結
果
通
知
ま
で
の
平
均
日

数
は
約

日
ぐ
ら
い
で
、

40

原
則

日
に
比
べ
少
し
遅

30

れ
て
い
る
。

主
治
医
の
意
見
書
に
つ

い
て
出
来
る
だ
け
早
く
提

出
い
た
だ
き
、
適
切
な
主

治
医
の
受
診
を
お
願
い
し

た
い
。

申
請
者
の
状
況
に
応

じ
、
結
果
判
定
を
待
た
ず

申
請
の
日
か
ら
暫
定
的
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
こ
と
も
周
知
し
て
い

く
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月11日入札分

・市立朝日中学校建築用市有林木材間柱・筋違材製材業務委託
出羽庄内森林組合 12,700,000円（14,073,640円）期間～27/1/30（落札率90.2％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
12月11日入札分

・馬町茨新田線転落防止柵設置工事（下川地内）
(株)ユーエル 3,900,000円（4,261,000円）工期～27/3/6（落札率91.5％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
12月11日入札分

・平成26年災 普通河川小荷谷川河川災害復旧工事（大網地内）
中止

・市道摩耶山線越沢橋架替工事（倉沢地内）
上野土木建設(株) 7,450,000円（7,480,000円）工期～27/3/27（落札率99.6％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
12月4日落札決定保留分

・手向地内冠水対策側溝整備工事（羽黒町手向地内）
(株)山田工務店 7,550,000円（9,438,000円）工期～27/3/20（落札率80.0％）

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
下
水
道
の
企
業
会

計
移
行
、
②
月
山
ワ
イ
ン
山
ぶ
ど
う
研
究
所
の
譲
渡
、

③
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

下
水
道
、
補
助
金
を
料
金
で
回
収
す
べ
き
で
な
い

月
山
ワ
イ
ン
・
山
ぶ
ど
う
生
産
へ
の
支
援
は

問

市
行
財
政
改
革
に
伴

う
月
山
ワ
イ
ン
施
設
の
Ｊ

Ａ
へ
譲
渡
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ

庄
内
た
が
わ
で
は
月
山
ワ

イ
ン
施
設
の
固
定
資
産
取

得
と
２
億
６
千
万
円
を
か

け
た
改
修
・
更
新
工
事
を

決
め
た
。

月
山
ワ
イ
ン
・
山
ぶ
ど

う
の
生
産
・
販
売
及
び
地

域
振
興
に
対
す
る
行
政
支

援
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長

ひ
と
つ

は
施
設
整
備
に
掛
か
る
初

期
投
資
の
負
担
を
軽
減
し

経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
、
国
庫
補
助
事
業
の
活

用
も
含
め
支
援
を
行
う
。

２
つ
目
は
、
生
産
者
と

作
付
面
積
の
増
加
を
図
る

た
め
、
金
賞
受
賞
し
た
白

ワ
イ
ン
の
原
料
で
あ
る
日

本
固
有
種
の
甲
州
等
需
要

の
高
い
有
望
な
醸
造
用
ぶ

ど
う
品
種
の
作
付
と
計
画

的
な
改
植
や
新
植
、
朝
日

地
域
以
外
へ
の
栽
培
地
域

の
拡
大
を
推
進
す
る
。

３
つ
目
は
、
物
産
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
の
実

施
等
、
新
た
な
販
路
開
拓

に
結
び
つ
く
場
の
提
供

や
、
山
形
県
国
際
経
済
振

興
機
構
と
の
連
携
に
よ
り

海
外
市
場
へ
の
輸
出
の
志

向
等
検
討
す
る
。

介
護
認
定
が
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ
る


